
１１２２月月

定定
例例
会会

１１２２
月月
定定
例例
会会
はは
、、
１１２２
月月

４４
日日
にに
招招
集集
ささ
れれ
、、
２２４４
日日

まま
でで
のの
２２１１
日日
間間
開開
かか
れれ
たた
。。

議議
案案
はは
、、
国国
民民
健健
康康
保保

険険
条条
例例
のの
一一
部部
改改
正正
やや
災災

害害
見見
舞舞
金金
等等
支支
給給
条条
例例
のの

一一
部部
改改
正正
なな
どど
単単
行行
議議
案案

５５
件件
、、
補補
正正
予予
算算
関関
係係
３３

件件
がが
上上
程程
ささ
れれ
、、
いい
ずず
れれ

もも
原原
案案
どど
おお
りり
可可
決決
しし
たた
。。

そそ
のの
他他
請請
願願
２２
件件
・・
陳陳
情情

２２
件件
をを
審審
議議
しし
たた
。。

一一
般般
質質
問問
でで
はは
、、
８８
人人

がが
町町
政政
のの
問問
題題
点点
なな
どど
をを

たた
だだ
しし
たた
。。

東
海
道
本
線
幸
田
・
岡
崎
間

の
新
駅
に
か
か
る
自
由
通
路
の

設
置
に
関
す
る
工
事
協
定
を
締

結
す
る
。

Q
工
事
協
定
案
は
、
Ｊ
Ｒ
の

言
う
が
ま
ま
の
内
容
か
。

A
町
と
し
て
申
し
入
れ
を
お

こ
な
っ
た
。

Q
税
収
が
減
っ
て
い
る
中
で

住
民
福
祉
へ
の
影
響
は
。

A
影
響
の
な
い
よ
う
に
財
政

運
営
を
し
て
い
く
。

Q
自
由
通
路
の
１１
億
円
は
、

高
く
な
い
か
。

A
見
積
り
時
は
、
原
油
高
、

鉄
鋼
材
の
高
騰
時
で
あ
っ
た

が
、
工
事
設
計
時
に
は
下
が

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
賛
成
１３
・
反
対
２
で
可
決
）

第第
２２
回回

臨臨
時時
会会

第
２
回
臨
時
会
が
、
平
成

２０
年
１０
月
１７
日
開
か
れ
た
。

上
程
議
案
は
、
災
害
復
旧

費
１
億
６
５
６
０
万
円
、
新

駅
及
び
自
由
通
路
に
係
わ
る

負
担
に
要
す
る
経
費
（
平
成

２１
年
度
か
ら
平
成
２４
年
度
ま

で
、
限
度
額
４５
億
８
０
０
０

万
円
）
の
債
務
負
担
行
為
※

な
ど
の
補
正
予
算
で
し
た
。

（
賛
成
１３
・
反
対
２
で
可
決
）

１０
月
１７
日
に
は
幸
田
町
、

幸
田
相
見
土
地
区
画
整
理
組

合
、
東
海
旅
客
鉄
道
㈱
は
基

本
協
定
書
を
締
結
し
た
。

工事費の概算（単位：万円）

新駅施設および関連鉄道施設

３３億１，５００

１億５，１００

２，０００

３４億８，６００

自由通路施設など

１０億３００

４，６００

５，２４５

１１億１４５

４５億８，７４５

工事費

管理費

徐行費

計

工事費

管理費

消費税等

計

総 計

新新
駅駅
のの
工工
事事
協協
定定

締締
結結

債債
務務
負負
担担
行行
為為
限限
度度

工工
事事
総総
額額
４４５５
億億
88
00
00
00
万万
円円

１１００月月

※
債
務
負
担
行
為
と
は
、後

年
度
に
も
及
ぶ
負
担
の
こ
と
。
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災
害
見
舞
金
の

引
き
上
げ

災
害
見
舞
金
等
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
し
、
被
災
者
に
対

す
る
見
舞
金
の
額
を
増
額
す
る
。

こ
れ
は
、
平
成
２０
年
８
月
末
豪

雨
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
施
行
さ

れ
る
。

Q
支
給
額
の
基
準
は
な
に
か
。

A
近
隣
の
基
準
と
比
較
し
た
。

Q
床
下
浸
水
は
対
象
外
か
。

A
県
下
で
は
実
施
し
て
い
な

い
た
め
。

Q
な
ぜ
準
世
帯
（
工
場
・
店

舗
）
は
対
象
外
か
。

A
県
下
の
状
況
を
参
考
に
し

た
。
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

出
産
育
児
一
時
金

３８
万
円
に

医
療
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
る
。

Q
対
象
人
数
は
。

A
７０
人
程
度
で
あ
る
。

Q
受
領
委
任
払
い
の
利
用
者

数
と
そ
の
拡
大
は
。

A
平
成
２０
年
度
は
、
３８
・
７
％

で
あ
り
、
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
つ

と
め
る
。（全

員
賛
成
で
可
決
）

町
税
3
億
円
減

基
金
と
り
く
ず
し

補
正
の
主
な
内
容

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
補
助
金

１
５
０
万
円

・
設
置
数
増
加
に
よ
る
補
助
金

○
防
災
無
線
用
戸
別
受
信
機

３
３
０
万
円

・
設
置
待
ち
対
応
１
０
０
台

○
菱
池
地
域
災
害
農
地
保
全
処

理
助
成
金

１
０
０
万
円

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員

じ
ゅ
ん

の
う

・
中
村

潤
翁
（
久
保
田
区
）

再
任

任
期
３
年

・
杉
浦

真
里
（
野
場
区
）

新
任

任
期
３
年

（
全
員
賛
成
で
答
申
）

議
会
議
長

笹
野

康
男

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
異
常
気
象

に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
町
内
各
所
に
被
害

が
発
生
し
、
改
め
て
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
を
発
信
源

と
す
る
世
界
的
な
経
済

問
題
は
、
幸
田
町
に
も

大
き
な
影
を
落
と
し
て

お
り
、
町
民
生
活
や
町

行
政
に
対
し
て
も
影
響

が
出
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、

町
民
の
生
活
関
連
施
策

の
充
実
、
雇
用
の
問
題

や
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
な
ど
に
積
極
的
に
取

組
み
、
豊
か
で
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て

の
責
務
と
役
割
の
重
大

さ
を
自
覚
し
、
決
意
新

た
に
更
な
る
取
り
組
み

を
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。皆

さ
ま
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

－請 願－
●中部地方整備局の事務所・出張所の存続と
地方分権改革推進委員会の第２次勧告に向
けて地方分権改革に係る慎重な審議を求め
る請願書

（全員一致で継続審査）
●介護職員の人材確保の意見書採択を求める
請願

（賛成５・反対１０で不採択）

－陳 情－
●自主共済制度の保険業法の適用除外を求め
る国への意見書の採択を求める陳情書

（賛成２・反対１３で不採択）
●介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充
についての陳情書

（賛成２・反対１３で不採択）

補補正正予予算算

一
般
会
計
補
正
予
算
5
9
3
7
万
円

JJRR新新駅駅パパーースス図図

平成21年2月1日 ●3


